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三面複層コーティング流路を Li/V ブランケット、LiPb/RAFS ブランケットに適用した場合の MHD 圧損特性

についての比較検討、および金属／絶縁複層構造の製作検討状況について報告する。 
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1. 緒言 自己冷却液体金属ブランケットの MHD 圧損低減法として、図 1 に示す三面複層コーティング流路

を提案している[1]。これまで液体金属 Li と構造材 V 合金とした Li/V ブランケットについて検討してきた。

本発表では、新たに LiPb と低放射化フェライト鋼（RAFS）を用いた LiPb/RAFS ブランケットに当該流路を

適用した場合の MHD 圧損特性の評価結果、および当該流路の金属／絶縁複層構造の試作状況を報告する。 

2. MHD 圧損特性評価 流路内寸 8 mm×20 mm、第一壁厚さ 3 mm、内張金属層を 0.02 mm、流速 1 m/sとし

て、Li、LiPb および V 合金、RAFS（F82H）の組合せで、MHD 圧損を 2 次元解析により評価した。なお、Li、

LiPb を用いる場合で、それぞれ 400℃、350℃の物性値を使用している。図 2 の評価結果では、MHD 圧損は

構造材料の電気伝導率でほぼ決まり、RAFS の場合、V 合金を用いた場合に比べ、若干 MHD 圧損が抑えられ

るが、両者に大きな違いはない。今後は温度場を踏まえた比較も予定している。 

3. 金属／絶縁複層構造の製作検討 金属／絶縁複層構造について、剛性を持たせた構造とするために、これ

らをホットプレスあるいは HIP で一体化することを検討している。図 3 は、MgO の粉末をホットプレスで焼

結させて熱拡散率expと熱伝導率 kexp をレーザーフラッシュで評価した結果である。MgO の熱拡散率、熱伝

導率の文献値（ref [2], kref [3]）と比べても大きな差はない。金属層／MgO の積層体をホットプレスで一体化

する、また液体金属による腐食対策として金属／絶縁／金属／絶縁といった多重構造の製作も検討している。 

   

図 1 三面複層コーティング流路 図 2 MHD 圧損特性評価結果 図 3 MgOの熱物性測定結果 
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